
自己評価（前年度） 

 ※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用いて自

己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 
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園外に毎日出かけ、子どもたちのつぶやきも多く聞かれました。異年齢の子どもたちが一緒に過

ごすなか、環境や玩具をこどもの姿から想像し、必要に応じて変更することができた。 

こどもの人権について定期的に振り返ることで、穏やかに日々過ごすことができ、保護者の方と

も保育を共有することができた。 

 

 

 

事業計画（今年度の重点目標） 

項  目 内     容 

地域への見える化・

魅せる化 

地域に積極的にでかけ、挨拶からのつながりを持つ。 

園の行事にも招待していく。 

保育の共有 日頃の保育をドキュメンテーションやポートフォリオを使い、見える 

化していく。 

行事のアンケートを具体的にし、園の振り返りを行う。 

 

こどもの人権につい

て考える 

年に 2 回、園内研修を通して、こどもの人権について考え、共通認識を 

もち、チームで保育を進めていく 

 

 


